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倉敷国際ふれあい広場20周年を記念し「倉敷国際ふれあい大運動会」が10月 11日 に開催されました。雨により順

延となりましたが、当日は快晴 |ニュージーランド、中国、フィリピン、アメリカ、インドネシアそして日本の計6カ国、

117名の参力]者の皆さんがいい汗をかいて、楽しいひと時を過ごしました。スポーツを通じてお互い協力し感動を

分かち合うことで国際理解、国際交流を深めました。

「ラジオ体操～/J

綱引き TUG-OF―WAR

玉入れ THROW BALLS

運動会の花形「リレー」 応援に駆けつけてくれた「多国籍応援団」の皆さん

平成23年 3月 11日、東北地方太平洋沖でマグニチュード9.0の大地震、そして大津波が発生しました。犠牲

となられました方々に謹んでこ冥福をお祈りします。また被災された方々におかれましては,いからお見舞い申

し上げます。

今、日本国中が心を一つにして、復1日そして復興に頑張つています。外務省によると、130以上の国・地域、

約40の国際機関からの支援の申し出があったそうです。倉敷市の姉妹友好都市からもお見舞いのメールや、

募金の申し出をいただきました。姉妹友好都市との絆の深さを改めて感じております。

倉敷市国際交流協会は、平成 13年 4月 9日 に、国際交流を目的とした「国際姉妹都市提携委員会」と、国際協力・

貢献を目的とした「国際交流基金運営委員会」が統合され、国際交流や協力・貢献を総合的に推進する目的で

設立されました。今年で 10周年を迎えます。
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協会設立 10周年を記念 して、4月 16日 (土 )に姉妹都市カンザスシテイ市のゴールデンバーグ兄

妹によるクラツシクコンサートが開催される予定でしたが、残念ながら東日本大震災の甚大な被害により中止

することとなりました。大変ご迷惑をおかけしますが、こ理解の程、よろしくお願いします。
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8月 2日 (月 )～ 9日 (月 )の 8日間、倉敷市内の小学生

からなる 「友好の翼訪中団」が友好都市 「鎮江市」や

友好交流都市「西安市長安区」などを訪問しました。

鎮江市や長安区では、ホームステイ体験や現地交

流会、歓迎レセプシ∃

ンなどの行事を実施し

ました。また、鎮江市

内や西安市内を見営し

たほか、世界が注目す

る上海万博も見単しま

した。

サンクトベルテン市 (2回 目)に 3月 1日～22日 の

期間で、ホームステイをしながら市立音楽単校通学

等体験。派遣された細野さん、「派遣中に東日本大

震災が起こり、多くの現地の方力詢b配して声をかけて

くれ、人の優しさに触れることができましたc」との

こと。人と人の繋がり、1)の結びつきの大功さを単び

ました。本場のビアノ、

声楽のレッスンを受け、

細野さんの夢である「人

を感動させることのでき

る音楽作り」に一歩近づ

昨年度、新型インフルエンザの影響で中止と

なつた青少年生活体験団の派遣と学生親善使節の

受入を再開しました。

カンザスシテイ市 (34回目)に 7月 26日～8月 10日 の期間で高校生9名と弓1率者 1名、クライス トチヤーチ市

(20回 目)に 7月 26日～8月 12日の期間で中学生14名 とB率者2名を派遣しました。今回も受入機関であるカン

ザスシティ中部日米協会やクライストチヤーチ倉敷姉妹都市委員会、ホストフアミリーならびに関係諸氏にご協

力いただき、団員の皆が大満足の訪間となりました。

カンザスシテイ市から高校生・大学生4名が7

月 14日 ～8月 3日 の期間、市内でホームステイ

し、日本の生活や文化を体験しました。

クライス トチヤーチ市から中単生 14名とB率
者2名が 10月 1日～16日の期間、ホームステイし

ながら学校通営や交流イベントに参加しました。

いたようです。

サンクトベルテン
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外国人親子が安心して日本語を学び、日本の習慣や文化を矢0る ことを目的

に、11～ 12月にかけて5回開催しました。日本語ボランティアや絵本の読み間か

せをしているボランテイアの人達と一緒に、テキストの勉強だけでなく福笑いや

すころくなどゲームを通して楽しく勉強しました。
「ここでの学習は、とでも楽しかつたです。日本に対する矢0識も増え、友達もで

きました。子どもも楽しんでいたようです。」とのこと。日本語学習と共に、子育て

世代のネットワークができる交流の場となりました。

昨年度に31き続き、コンテス トを実施。「日本にいる

と気付かない、日本そ して倉敷の良さを聞くことがで

き嬉 しかつた。」「ベ トナム じんです。びつくりしまし

た。にほんこがじょうずです。」など来場者の方から感

想を頂きました。今回は、コンテス ト終了後に懇親会を

開催。出場者の方もコンテス トが終わりほっとした表

情で、にぎやかで不□気調々とした会となりました。

小単生と保護者を対象に、開発教育教材「地球の食卓」を用いたワークショップ

を開催しました。ファシリテーターにかながわ開発教育センター理事の本下理仁

氏をお迎えし、親子でいつしょに世界の食文化を学び、国際感党を磨きました。

倉敷の中学生 150名、日本人英語教師26名、外国人英語指導助手(NttT)40名 が「イン

グリッシュ・キャンプ2010」 に参力]するため、1)白 2日の日程で、由力□山少年自然の家に集

まりました。今年度22回日となるイングリッシュキャンプは、例年の活動に力0え、NET
によるライブ演奏や、世界における健康、教育、機会の不平等や貧富の差について意識を高

めることを目的とした「もし世界が 100人の村だつたら」という活動も新たに行いまし

た。参力□者に人気を集めた活動は、例年実施している模擬の町「アラウンド・ザ・タウン」

とキヤンプフアイヤーやディスコでした。参加した単生は、すべての活動で、多国籍かつ多

数のネイティブの先生や日本人英語教師と、英語で会話をする機会を持つことができまし

倉敷市芸文館において倉敷国際ふれあい広場2010が盛大に開催されまし

た 1前日は雨が降つていて天候が危ぶまれましたが、当日は夏を思わせるような

好天に恵まれ、今年も無事に開催することができました。世界の料理屋台やフ

リーマーケツト、世界各国の歌や踊りのパフォーマンスや和文化ワークショッ

プ、英語俳句、外国人何でも相談コーナー、民族衣装の試着などのプログラムを通

じて国際理解と交流を深めました。

最優秀賞 :ゴ  セイさん
演題 :「ことばJと私

懇親会でボランティアの皆さんと

囲 バ ≡ヨE長

絵本の読み間かせで「色」の勉強
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平成22年 9月 4日 (M7.1)、 平成23年 2月 22日 (M6.3)とたてつづけに地震被害に遭つた姉妹都市クライス ト

チャーチ。これらの事態を受けて、倉敷市は様々な救援・支援活動を行いました。

2月 25日 、救援活動のため、倉敷市から救命救急士を

含む救援隊員 3名が現地に 1週間派遣されました。救援

隊 は ク ラ イ ス ト

チャーチ倉敷姉妹都

市委員会と協力しな

がら、現地の実情調

査を行い、救援物資

輸送の手配や被災し

た民家のがれき撤去

などを行いました。

2月 23日 から3月 23日 までの期間、被災者救援のための募金を実施

したところ、多くの市民、営校、団体の皆様にこ協力をいただきました。

2月 26日 と27日 は、過去にクライス トチヤーチ市を訪問した生活体験

団OBOGを中′いに延べ 88名のボランテイアが、倉敷駅で街頭募金を行
いました。3月 25日 、集まつた募金に倉敷市からの災害見舞金を併せた

総額 1800万円をクライストチヤーチ市に送金しました。皆様のこ支援

ご協力に心から御ネし申し上げます。

救援物資として倉敷の備蓄品を送りました。救援物資

は現地 NGOの スチューデン ト・アーミーを通じて
クライストチヤーチ

市民に提供されます。

■救援物資

サージカルマスク

52′ 000枚

貯水用タンク

2′ 0001固

防水シート

1′ 000枚

、緊密` 蜘ヽ

クライス トチヤーチが困つているこの時期に倉敷の皆さんが我々のことを想つてくださり、友情の手を伸ば

し支援 して下さつていることを思うと|いが温まります。これは、長年に渡る姉妹都市縁組に基づいた両市の間の

特別な絆を証明するものです。クライス トチヤーチ倉敷姉妹都市委員会会長としてクラ

イス トチャーチ市民を代表し、伊東市長のクライストチヤーチ支援に向けての速やかな

対応、倉敷市役所国際課の佐藤課長および消防局の竹内さんと中島さんの救援・復 1日

作業、そしてクライス トチヤーチ大地震救援募金活動に協力し寄付をしてくださつた

倉敷市民の皆様に、深く感謝いたします。

クライストチヤーチ倉敷姉妹都市委員会

会長 ステイーブ・ゴイ
スティーブ・ゴイ会長

【会員募集中】
倉敷市国際交流協会では会員を募集しています。年会費は一口2,000円、法人・

団体が一口5,000円です。会員の方には、講座・イベント情報や協会紙をお送り
するほか、講座受講料が無料・もしくは割引になるなどの特典があ

'り

ます。国際

交流等のテーマに少しでも関心をお持ちの方はぜひ協会にご入会ください。詳細は

倉敷市国際交流協会事務局まで。

【発行者】倉敷市国際交流協会事務局
〒710-8565 倉敷市西中新田640
T巨 L:086-426-3015 FAX:086-426-4095
E― Ma‖ :|∩ t∩ t∩ |(Ocity.k∪ rashikl.okayama.jp

∪RLihttpl〃 www.Cty.kurash k,okayama.lp′ kurakoku′

■11【団体活動紹介記事募集l法人・団体会員のみなさんヘ
:■ ‐' 当協会紙丁IERRAに 、団体活動を掲載 してみませんか ?掲動こ希望の場合は、事務局までご連絡ください。
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